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5. ⪃ᐹ 

まず、〇ရアーキテクチャと⤌⧊の㐺合について考察する。機Ეᘧࢯ࢞リンᄇᑕ⨨㛤発では様々な

〇ရࢩステ࣒を構ᡂする部ရ間㸦インジ࢙クタや⇞料࣏ンプなどのコン࣏ーネント）の相౫Ꮡ性が大

きく、エンジン評価も一つの㛤発チー࣒内でᐇしている。この㡭はコン࣏ーネント同ኈの分㞳が可

能であり、機Ეᘧࢯ࢞リンᄇᑕ⨨の〇ရアーキテクチャがインテグラルᆺであったのと同様に、⤌⧊

もインテグラルᆺであった。しかし、㟁子ไᚚᘧࢯ࢞リンᄇᑕ⨨のⓏ場により、それまでの構ᡂ部ရ

間の相౫Ꮡ性は一Ẽにᑠさくなり、コン࣏ーネント༢で㛤発が行ࢃれるきっかけになった。⤌⧊の

㠃では機Ეᘧࢯ࢞リンᄇᑕ⨨の㛤発࣓ンバーがエンジン評価を行っていたのとは異なり、㟁子ไᚚᘧ

ではエンジン㐺合をするᑓ門部⨫がタ❧されるに⮳っており、⤌⧊がษり分けられたと考えられる。こ

の事では〇ရアーキテクチャと⤌⧊アーキテクチャが㐺合するとゝうᴋᮌ・チ࢙スࣈロウ㸦2001）の

ඛ行研究とࡰ一⮴している。 
ḟに、〇ရアーキテクチャのኚ化と㝵ᒙ性に╔目する。本事において、〇ရアーキテクチャのᙧᡂ

プロセスに大きな影響をཬࡰしたのがᢏ⾡の㝈⏺と➇த相手のᢏ⾡ኚ化、そして新ᢏ⾡のᑗ来性である

と考えられる。ᴋᮌ・チ࢙スࣈロウ(2001)では HDD の☢Ẽ࣊ッドの〇ရアーキテクチャをኚ化させる

影響の一つに性能の㝈⏺があり、ᢏ⾡の㝈⏺のたࡧにࣔジࣗラーᆺアーキテクチャからインテグラルᆺ

アーキテクチャにኚ化している。しかし、本事では、機Ეᘧࢯ࢞リンᄇᑕ⨨のインテグラルᆺから

㟁子ไᚚᘧのࣔジࣗラーᆺにኚ化している。ある㝈⏺がᏑᅾするとインテグラルᆺになるというඛ行研

究の㆟論とは異なるが、〇ရアーキテクチャの㝵ᒙ性というどⅬをຍえると᪤Ꮡの㆟論でのᩚ合的なゎ

㔘も可能である。エンジンࢩステ࣒のࢩࣈࢧステ࣒としてのࢯ࢞リンᄇᑕ⨨の〇ရアーキテクチャは

ࣔジࣗラーᆺにኚ化したが、上の〇ရࢩステ࣒であるエンジンࢩステ࣒との関ಀにおいてはインテグ

ラルᆺのままであった。ECU による㟁子ไᚚという≀理的でないが、ไᚚ論理をしての᧿り合ࢃせ

が増大し、その結果上ࢩステ࣒に関してインテグラルᆺからኚ化していないというゎ㔘である。ไᚚ

論理による᧿り合ࢃせというものをᢏ⾡的などⅬから✺きワめると、ࢯ࢞リンᄇᑕ⨨のࢩࣈࢧステ࣒

に関しても、エンジンᦚ㍕に関する部分などの≀理的なインター࢙ࣇースの一⯡化は㐍ࢇだが、㟁子ไ

ᚚにより構ᡂ部ရ間の᧿り合ࢃせのᚲ要性も低ୗしたとはゝえないかもしれない。つまり、ECU によ

る㟁子ไᚚに᧿り合ࢃせの要⣲を集⣙化したというゎ㔘である。そして、デンࢯーの場合は、コン࣏ー

ネント間の≀理的インター࢙ࣇースのỗ用性を高めると同時に、᧿り合ࢃせのためにエンジンไᚚの論

理構ᡂをᑓ門に手がける⤌⧊を新タした。 
最ᚋに、〇ရアーキテクチャの㑅ᢥというᡓ␎㠃に╔目すると、ࢯ࢞リンᄇᑕ⨨の㛤発でඛ行して

いた࣎ッࣗࢩのᚋ㏣いではなく、デンࢯーは主య的な意ᛮỴ定を行った。࣎ッࣗࢩによる㟁子ไᚚᘧ࢞

よりも᪩く㛤発資源を㟁子ไࣗࢩッ࣎、ーの〇ရᡓ␎に影響を与えたがࢯリンᄇᑕ⨨の出現がデンࢯ

ᚚᘧに集中するという⤒Ⴀ行動が見られた。機Ეᘧを᥇るか㟁子ไᚚᘧにするのかというᢏ⾡㑅ᢥの㆟

論は㛤発現場でも意見が分かれていたが、「まずは自らの手でసってࡳてからỴめる」というデンࢯー

の業௨来の方㔪がඃඛされ、その結果として㟁子ไᚚᘧに資源を集中するという意ᛮỴ定がなされた

のである。 
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ૐ⚛␠会ߦะߚߌ R&D のᡰេのࠅ方ߦ㑐ࠆߔ⠨ኤ 
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�  ߦߓߪ
࠲ࠆߔ㑐ߦムᡷ㕟࠹㧘「㔚ജシࠬߚࠇࠄと߹ࠅขߦいて㧘㔡ἴએ㒠ߟߦ方ࠅ࿖の㔚ജᏒ႐の߇ࠊ 

ࠨ߿㔚Ḯߥ㧘ᄙ᭽ࠇߐଦㅴ߇ーシ࡚ンࡌࡁࠗߦ㧘同ᤨ߽ߟߟ㧘৻ጀのല₸ൻを᳞ߪߦ「ーࠬࠜࡈࠢࠬ

ーࠬࡆを↢ߺߎߔと߇㧘⺰ὐの  ޕࠆていࠇࠄߍとしてߟ1

⚵ࠅขߚߌะߦ▽㧘ૐ⚛ൻ␠会の᭴ߪߢのの㧘⧷࿖߽ࠆߥ⇣ߪ࿖の㔡ἴએ㒠の⁁ᴫと߇ࠊߚし߁ߎ 

ーࡌࡁㅍ㈩㔚事業のࠗߚとを⋡⊛としߎࠆߔኻᔕߦ⛯ዊⷙᮨ㔚Ḯのធ߿ーࠡ࡞ࡀとしてౣ↢น⢻ࠛߺ

シ࡚ンࠇࠄ᳞߇ていߘޕࠆして㧘ㅍ㈩㔚ᢱ㊄ߦ⺖してߚ߈㧘ᓥ᧪のࠗンンࡉࠖ࠹ⷙのᨒ⚵ߺを⛮

⛯し߽ߟߟ㧘ⷙの⋡⊛として㧘ല₸ൻߊߥߢߌߛ᧪のⅣႺ㗴߳のኻᔕを評価ࠆߔ Value for Money

を⠨ᘦࠆߔとしߚ㧘RIIO(Revenue using Incentives to deliver Innovation and Outputs)とい߁ᨒ⚵

࿖の新⧷ߚし߁ߘ㧘ߪߢㇱ・ਃᨑ(2012)ޕࠆていࠇߐቯ߇とߎࠆߔーシ࡚ンをଦㅴࡌࡁࠗߢのਛߺ

ߔーシ࡚ンのਔ┙を⋡ᜰࡌࡁ㧘ല₸ൻとࠗߦ․㧘ߪߢ⺰㧘ᧄ߇ࠆていߞいて⠨ኤをⴕߟߦߺ⚵ࠅขߥߚ

⧷࿖の RIIO のᨒ⚵߇ߺㆡ↪߁ࠃࠇߐとしていࠆ㈩㔚事業⠪のࡐートを参ᾖし㧘ࠗࡌࡁーシ࡚ン

߳のขߺ⚵ࠅのᴫをߘޕࠆߔߦ߆ࠄのߢ㧘⧷࿖のࠗࡌࡁーシ࡚ンのᡰេ╷のታ〣ࠆࠇࠄߺࠄ߆⺖

㗴を評価ߎࠆߔとߞࠃߦて㧘߇ࠊ࿖߅ߦいて㧘ല₸ൻをଦし߽ߟߟ㧘ࠗࡌࡁーシ࡚ンをଦㅴߚࠆߔの

␜ໂをᓧޕࠆ 

 
� ⧷࿖ߩࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗࠆߌ߅ߦផ⒖ߣᡰេ╷ 
後㧘⧷࿖ߢታᣉ੍ࠆࠇߐቯࠆߢ RIIOߪߢ㧘ㅍ㈩㔚事業ࡌࡁࠗࠆߌ߅ߦーシ࡚ンのផㅴ╷とし 

て㧘Network Innovation Competition㧔એਅNIC）と߫ࠆࠇᡰេၮ㊄߇Ḱࠇߐていߘޕࠆの要ߦ

ߪいてߟ 2011 年 9ߦࠇߐてࠅ߅㧘࿑ ߇㧘のᢱ㊄ⷙのᦼ㑆ߦ߁ࠃߔ␜ߦ1 2013年 3ߦ⚳

ߦ⽎事業をኻࠬࠟ߮ࠃ߅ㅍ㔚事業ࠆߔੌ 2013 年 4 ࠄ߆ㆇ↪ࠆࠇߐ 1
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࿑ 1 ࠗࠡࠬのㅍ㈩㔚・ࠟࠬ事業⠪ߦኻߩࡦ࡚ࠪࡌࡁࠗࠆߔផㅴ╷ 

ᚲ)Ofgem のฦ⒳⾗ᢱを参ᾖし╩⠪ᚑޕ 
ᵈ) GDPCR(Gas Distribution Price Control Review), 
TPCR(Transmission Price Control Review)㧘߮ࠃ߅ DPCR(Distribution Price Control Review)ߪ㧘ࠇߙࠇߘ㧘ࠟࠬ㧘ㅍ㔚㧘߮ࠃ߅㈩

㔚のࠗンンࡉࠖ࠹ⷙのㆡ↪ᦼ㑆をޕߔ 

                                                   
1 2IgHP�2011D�を参ᾖޕ 
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 㧘Innovation Funding Incentive㧔એਅ㧘IFI）㧘Registered Powerߪーシ࡚ンのᡰេၮ㊄としてࡌࡁࠗ

Zone㧔એਅ㧘RPZ）߮ࠃ߅LCNF㧔Low Carbon Network Fund）߇㈩㔚事業をኻ⽎ߦᣢߦታᣉࠇߐていޕࠆ

IFI߮ࠃ߅RPZߪ㧘DPCR4 の৻ㇱとしてዉࠇߐ㧘߽ࠄߜߤDPCR4 の⚳ੌࠆߔ 2010 年 3  31 ᣣ߹ߢと੍

ቯࠇߐてい߇ߚ㧘IFIߪDPCR5 の⚳ੌ߹ߢ㧘RPZߪᦨ㐳ߢ 2012年 3  31 ᣣ߹ࠇߙࠇߘߢᑧᦼをቯして

いࠆ 㧘ߦߚߔ㧘㈩㔚事業⠪のR&DをଦߪIFIߜ߁のߎ㧘ࠇߐ㧘DPCR4の৻ㇱとしてዉߪRPZ߮ࠃ߅IFIޕ2

ᢱ㊄ⷙの㓙ߦ㧘㈩㔚事業⠪߈ߟߦ年㑆 年㑆のߦを㒢࠼ンࡐ50ਁ 0.5%をR&D㑐連の⾌↪として

ࠆߢの߽߁といࠆ 㑐ߦ⛯ಽᢔဳ㔚Ḯ㧔DG）のធߥߚ㧘新ߦ․㧘ߜ߁㧘㈩㔚事業⠪のR&DのߪRPZޕ3

連ࠆߔR&Dをଦߚࠇࠄߌ⸳ߦߚߔᡰេ╷ߪࠇߎޕࠆߢ㧘㈩㔚事業⠪߇新しߊಽᢔဳ㔚Ḯをធ⛯ࠆߔ

႐วߦ㧘↪ࠆߔ技術の新ⷙᕈ߇Ofgemߦ߽ߚࠇࠄのߦ㒢ࠅ㧘1kW߈ߟߦ ಽをᢱ㊄ⷙの࠼ンࡐ3

の㒢ߦࠆとい߽߁のࠆߢ 4

次ߦDPCR5のታᣉߦวߖࠊて2010年ࠄ߆ዉߚࠇߐᡰេၮ㊄߇LCNFࠆߢ

 ޕ
㧘ߪいて߅ߦ↪LCNFのㆇޕ5

ૐ⚛ൻ␠会の᭴▽ߦ㑐連ࠆߔR&Dをᡰេኻ⽎として␜していࠆὐߢ߹ࠇߘ߇のIFI߿RPZとޕࠆߥ⇣ߪ

㧘LCNFのߦࠄߐ 5 年㑆のᡰេ੍ቯ㗵 5ంࡐン࠼のߜ߁㧘3.2 ంࡐン࠼を↳⺧のోߚߞてのࡊロジェࠢ

トのਛࠄ߆技術᳓Ḱߤߥ↪⾌߿のὐߦ․ߢఝ߽ߚࠇのをㆬߢࠎᡰេࠆߔとい߁┹ᧅの方ᴺを新ߚ

ࠆていࠇࠅขߦ 6

NICߪ㧘ߎのLCNFのᨒ⚵ߺを߶とߤࠎᄌᦝߦߕߖᒁ߈⛮いࠅ߅ߢ

 ޕ
7㧘ᡰេၮ㊄を㈩⾮ࠆߔ㓙ߦ㧘↳⺧ߐ

ߦቯの評価ၮḰ৻ࠄ߆ロジェࠢトのਛࡊߚࠇߐ⺧↳㧘ߊߥߪߢのࠆߔᡰេߦ⊛ロジェࠢトをో㕙ࡊߚࠇ

ၮߠいてክᩏし㧘ᡰេၮ㊄をᡰ⛎ࡊࠆߔロジェࠢトをㆬᛯࠆߔとしていࠆ ࡊࠆߌ߅ߦNIC߮ࠃ߅LCNFޕ8

ロジェࠢトのክᩏߪ࿑ ”Initial Screening Process㧔એਅISP）”と“Full Submission“ߦ߁ࠃߔ␜ߦ2

の 2 Ბ㓏ߢⴕޕࠆࠇࠊISPߪߢ㧘ࡊロジェࠢトのᡰេၮ㊄߇ലߦ↪ߦߚࠆࠇߐᦨૐ㒢ᔅ要ߥ᧦ઙ

をḩߚしてい߆ࠆを評価⵿ࠆߔಾࠅとしてⴕޕࠆࠇࠊISPをㅢㆊしోߚてのࡊロジェࠢトߪ㧘ክᩏのㅘ

ᕈを⏕ߦߚࠆߔOfgemߞࠃߦてߘの᭽߇㐿ࠆࠇߐ ╙㧘ߪ㧘事業⠪ߦᖱႎを߽とߚࠇߐ㐿ޕ9

2 Ბ㓏のክᩏをㅢㆊߦߚࠆߔ㘃ૃしࡊߚロジェࠢトߟߦいてߌߛࠆ߈ߢߪ⾌↪㕙ߢ߁ࠃࠆߥߦ↳

⺧㊄㗵߿ౝኈを৻ㇱᄌᦝߎࠆߔと߿㧘ᦨೋߦឭしᤨߚὐߢのࡊロジェࠢトの㑐ଥ⠪をᄌᦝߎࠆߔと߽

น⢻とߞߥていࠆ 10

                                                   
2 2IgHP�2007�を参ᾖߚࠇߐいޕ 
3 2IgHP�2009�を参ᾖߚࠇߐいޕ 
� 2IgHP�2005�を参ᾖߚࠇߐいޕ 
5 వⴕしていࠆᡰេ╷の評価として㧘6FoWW DQG (YDQV �2007�ߪ㧘,), ߚ㈩㔚事業⠪のṛしてい߇ 5	' ᡰをᜬߜߔ要

࿃ߎߚߞߥߦとを␜していߘޕࠆのߢ㧘╩⠪╬ߪ㧘後߽ⷙᒰዪのᓎഀの⋥し߿高ᐲߥኾ㐷⊛⍮のᵴ↪߿⍴ᦼߛ

 �㧘6KDZ HW Dlߚ߹ޕࠆていߴとㅀࠆߢᔅ要߇とߎߊ㐿⊒をଦしてい߿㧘新しい技術のዉࠇࠅ㐳ᦼ⊛ⷞὐ߽ขߊߥߢߌ
=㧘53ߪߢ�2010� 㧘⚿ᨐとしてߚߚߞߢ⊛㒢ቯ߇ઙ᧦ࠆࠇࠄߌᡰេをฃߪいてߟߦ � ᡰេをฃߺロジェࠢトのࡊのߟ

 ޕࠆᜰ៰をしてい߁といߚߞߢᡰេߥ㧘ዊⷙᮨߕ߉ߔߦߚߌ
� /&1) 㧘)LUVW 7LHUߪߦ と 6HFoQG 7LHU とい߁ 2 ⾮てᡰេၮ㊄を㈩ߓᧅをㅢ┹ߜ߁のߎ㧘ࠅ߅てࠇࠄߌ⸳߇ߺ⚵のᨒߟ

㧘6HFoQG 7LHUߪのࠆߔ LUVW 7LHU(ޕࠆࠇߐታᣉߢ 㧘ᡰេߢの߽߁ᡰេをⴕߦၮ␆⊛研究をਛᔃߦߕߖ↪㧘┹ᧅをㆡߪߢ

੍ቯ㗵ߪ 5 年㑆ߢ 1�8 ంࡐン࠼としていޕࠆ 
7 の /&1) ᡰេၮ㊄߽ߚしߦ⽎後㧘㈩㔚事業⠪をኻੌ⚳߇ 1,& �2011D, S�11� 2IgHPޕࠆていࠇߐቯ੍߇とߎࠆߔว⛔ߦ
を参ᾖޕ 
8 2IgHP�2011D, S�12�を参ᾖ߅ߥޕ㧘1,& のᡰេၮ㊄としてᓽしߚේ⾗ోߪて┹࠭࠾ࠞࡔムߦᓥߞて㈩⾮ࠆߔのߥߪߢ

㧘৻ㇱをߊ 1HWZoUN ,QQoYDWLoQ $lloZDQFH㧔એਅ 1,$）とい߁ᨒ⚵ߺの߽と㧘ዊⷙᮨࡊߥロジェࠢトߦ㈩⾮ࠆߔとしていޕࠆ

&,㧘1ߪࠇߎ を₪ᓧߚࠆߔの⹜㛎⊛ߥ研究߿Ḱをᡰេߚࠆߔ㧘߹ߚ㧘1,& をㅢㆊしߥいࡊロジェࠢトを৻ቯの㒢

の߽とᡰេߦߚࠆߔ↪ޕࠆࠇߐ 
9 2IgHP�2011E, S�38�を参ᾖޕ 
10 共同ታᣉ⠪をᄌᦝࠆߔ႐วߪߦ㧘,63 の⚿ᨐ߇ߚࠇߐ後㧘20 ༡業ᣣએౝߦ 2IgHP の後㧘10ߘしをⴕい㧘↳ߦ ༡

業ᣣએౝߦ )Xll 6XEPLVVLoQ のߚのᦠ㘃をឭし⋥2ޕߔIgHP�2011E, S�39�を参ᾖޕ 

╙連の業の後㧘৻ߚし߁ߘޕ 2 Ბ㓏⋡ࠆߢFull Submissionࡊߢロジェࠢトో

߇✚⊛ߦ評価ޕࠆࠇߐ 
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I n i t i a l  Sc r e e n i n g  P r o c e s s
低⚛化社会の᭴▽との㑐ㅪᕈ╬䋬
プロ䉳䉢クト支援のㆡᩰⷐઙをክᩏ䇯

Fu l l  Su b m i s s i o n
I SP をㅢㆊしたプロ䉳䉢クトのਛから支援

䈜るプロ䉳䉢クトをክᩏ䇯

ክᩏのㅢㆊᓟ䋬 I SP 䈪↳⺧したプロ䉳䉢クトの᭽を䇯
・↳⺧プロ䉳䉢クトのୃᱜ
・プロ䉳䉢クトෳ加⠪の⺞ᢛ

ุ

䋼ਇㆡᩰ䋾
䋼ㆡᩰ䋾

支援基㊄の₪得

ุ

 
࿑ 2 /&1) ߮ࠃ߅ 1,&  ክᩏㆊ⒟ߩᡰេၮ㊄ߩ

ᚲ㧦Ofgem (2011a, pp.12-13), Ofgem (2011b, pp.32-60)を参ᾖしᚑޕ 
 
� ┹ᧅߩ⹏ଔၮḰߩ⺖㗴 
2012 年ߦࠆࠇߐNICのࡊロジェࠢトの評価ၮḰߦ㑐してߪ㧘Ofgem߇ਥߦታ⸽⹜㛎をⴕ߁Ბ㓏ߦ

ࠆ方㊎を␜していࠆߔ評価ߊ高ࠅࠃロジェࠢトをࡊࠆ 11

TRLのᲑ㓏߇高い߶ߤR&Dのౝኈのታ↪ᕈ߇評価ߢ߹ࠇߎޕࠆࠇߐのᡰេၮ㊄のኻ⽎としてߪ㧘IFIߢ

TRLのߪ 4 એਅをኻ⽎としてい߇ࠆ㧘LCNFߢ┹ᧅをㅢߓて㈩⾮ࠆߔ⾗㊄ߪ㧘ታน⢻ᕈのࡁࠗࠆ

TRLのࠄ߆とߎࠆとを⋡⊛としていߎࠆߔーシ࡚ンをᡰេࡌ 5㨪8 をኻ⽎としていࠆ

ࡊߪߢLCNFࠆߢいて㧘వⴕ事例ߟߦのὐߎޕ

ロジェࠢトのౝኈߟߦいてTechnology Readiness Level㧔TRL）とい߁技術のᚑᾫᐲをߔᜰᮡを↪

していߎޕࠆのTRLߪ 1と࿑ ࠄ߆TRL1ߦ߁ࠃߔ␜ߦ3 ߇R&Dのౝኈߤ߶ૐい߇㧘Ბ㓏ࠅᲑ㓏ߢ߹9

ᔨ⊛ߢၮ␆⊛研究のᲑ㓏ࠅߦ㧘ᚑᨐ߇␠会ߦㆶరߥࠇߐい߽߆しߥࠇいとい߇ࠢࠬ߁高いޕ 

12

 

㧘ౕߪߢNICޕ

ロジェࠢࡊࠆߦᲑ㓏߁㧘ታ⸽⹜㛎をⴕߦ方と同᭽߃㧘LCNFの⠨߇いߥしてい␜ߪߢTRLをᤨὐߥ⊛

トをࠅࠃ高ߊ評価ࠆߔとしていߎࠆとࠄ߆㧘TRLのᲑ㓏߇高い߽の߶ߤᡰេၮ㊄をᓧߔ߿ࠇࠄいと⠨߃

 ޕࠆࠇࠄ

 
� េၮ㊄ߩ㈩⾮⁁ᴫߦ㑐ࠆߔಽᨆ 

 
⸥ߢㅀߦ߁ࠃߚߴ㧘ታᣉࠆࠇߐ NICߪߢ㧘ታ↪ൻ߿業ൻߦㄭいࡊロジェࠢト߇㧘ᡰេၮ㊄を₪ᓧ

て㧘ࠗࠡߌవ㚟ߦᐲߥ߁ࠃのߎして㧘ߘޕࠆとしていࠆ߈ߢ߇とߎࠆߔの┹ᧅを⪭ᧅߚࠆߔ

ߦᣢߪߢࠬ 2010年߮ࠃ߅ 2011年ߦ LCNFߢታᣉࠇߐていߢߎߘޕࠆ㧘એਅߪߢ㧘⧷࿖の㈩㔚事業⠪の

Ფ年の R&D計画ߦ㑐ࡐࠆߔートを߽とߦ㧘ߤのߥ߁ࠃ事業⠪߇ LCNFߢᡰេၮ㊄を₪ᓧしていࠆの߆

とい߁ὐߟߦいてಽᨆをⴕޕߚߞ 

                                                   
11 2IgHP�2011D, S�12�13�を参ᾖޕ 
12 75/ の 9 ߦ⽎㧘ኻࠅ߅ࠇࠄ߃ૐいと⠨ߪ㧘ᡰេၮ㊄のᔅ要ᕈࠄ߆とߎてૐいᭂ߇ࠢࠬࠆߔ㑐ߦ㧘ታน⢻ᕈߪ

ߚ߹ޕ2011E, SS�11�12）を参ᾖ� 2IgHPޕいߥていࠇࠄ 75/2㨪� (㧘/&1ߪ のߜ߁ၮ␆⊛研究をᡰេࠆߔ )LUVW 7LHU のኻ

⽎としていޕࠆ 

 1 7HFKQolog\ 5HDGLQHVV /HYHl  ᔨߩ
TRL ౝኈ

1 ේℂ⊛䈭น⢻ᕈ䈏⏕䈘れている䇯

2 技術⊛䈭ᔨや䊝デ䊦䈏᭴▽䈘れている䇯

3 ᔨや䊝デ䊦に㑐䈜るታ⸽䈏ⴕ䉒れている䇯

4 技術ⷐ⚛としての䊝デ䊦䈏ታ㛎ቶ䊧ベ䊦䈪⹜㛎䈘れている䇯

5 技術ⷐ⚛としての䊝デ䊦䈏ታ㓙の用ⅣႺにㄭい᧦ઙの䉅と䈪⹜㛎䈘れている䇯

6 システムとしてታ⸽䊝デ䊦䈏ታ㓙の用ⅣႺにㄭい᧦ઙの䉅と䈪⹜㛎䈘れている䇯

7 システムとしてታ⸽䊝デ䊦䈏ታ㓙の用ⅣႺの䉅と䈪⹜㛎䈘れている䇯

8 ታ㓙のシステム䈏᭴▽䈘れ䋬⹜㛎を⚳ੌしている䇯

9 システムのታ用に䉋䈦てᕈ⢻䈏⏕䈘れている䇯  

TRL
1

TRL
2

TRL
3

TRL
4

TRL
5

TRL
6

TRL
7

TRL
8

TRL
9

技術Ბ㓏

リスク

⎇ⓥ
（ℂ⺰・ᔨ化）

技術化
（エクス䊕リメンタ䊦）

ታ⸽・ታ㛎
（プロトタイプ）

ታ用化  
ᚲ㧦Scottish Power Energy Networks (2007) 

࿑ 3 7HFKQolog\ 5HDGLQHVV /HYHl  ࠢࠬߣ
ᚲ) 1 と࿑ 3 と߽ߦ Scottish Power Energy Networks (2007)╬を

参ᾖしᚑޕ 
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 ಽᨆኻ⽎ߪLCNFߢታ⸽⹜㛎をⴕߚ߁のᡰេၮ㊄を┹ᧅߢ₪ᓧしߚ事業⠪のߜ߁㧘ᦨ߽ᄙߊの㊄

㗵を₪ᓧしߚCE Electric UK␠(એਅCE)とEDF Energy Networks␠(એਅEDF)㧘߹ߚ㧘ᔕᧅし߇ߚ⪭ᧅし

ฦ事業⠪のߪートࡐߚScottish Southern Energy␠(એਅSSE)とし㧘↪しߚߞ߆ߥ 2005年ࠄ߆ 2009

年߹ߢOfgemの࠙ェࡍࡉージߢࠇߐてい߽ߚのとࠆߔ 研究᩺ઙߚ集しࠄ߆ートࡐのࠄࠇߎޕ13

ᢙߪ㧘CE߇ 77 ઙ㧘EDF߇ 142ઙ㧘߮ࠃ߅SSE߇ 106ઙࠄࠇߎޕࠆߢ てኻᾖᭂߪߢLCNFのᧅߪ␠3

ࠆていߞߥ評価⚿ᨐとߥ⊛ ࠇߙࠇߘ㧘2010年のLCNFをߪCEとEDFޕ14 2ం 㧘2ం࠼ンࡐ6800ਁ 4300ਁ

の後のߘ㧘ࠄ߆とߎࠆ߈ߢᦼᓙ߽ߦのઁの㈩㔚事業⠪ߘ߇ロジェࠢトのᚑᨐの↪ᕈࡊᧅし㧘⪬࠼ンࡐ

2011 年ߘߪߦのઁの㈩㔚事業⠪のᔕᧅⷙᮨ߿ᔕᧅᢙᷫ߇ዋしていࠆ CEとEDFߦ㧘2010年ߪ方㧘SSE৻ޕ15

と߶߷同ⷙᮨࠆߢ 2ం ロジェࠢトをࡊの࠼ンࡐ4400ਁ 2ઙᔕᧅしてい߇ࠆ㧘2ઙと߽ណ↪ߕࠇߐ㧘ߘ

の後㧘2011 年ߦ同ࡊロジェࠢトをୃᱜしౣᐲᔕᧅしてい߇ࠆ㧘᧦ઙઃߢ߈ណ↪をᬌ⸛ࠆߔ㧘とい߁評価

をฃߌていࠆ 16

 

 ޕ

 ಽᨆ߅ߦいて㧘ฦ␠の研究のขߟߦߺ⚵ࠅいてၮ␆⊛研究とᔕ↪研究を⼂ߦߚࠆߔ㧘ฦ␠のࡐ

ートࡊߦロジェࠢトߏとߦ⸥タࠇߐていࠆ研究の⒳㘃をᢙ୯ൻしޕߚ研究の⒳㘃ߪ㧘「ᓥ᧪ࠄ߆ขࠅ⚵

ᓥ᧪の技術とઍᦧ」「研究(significant)ࠆዷᕈの⊑ߦ⊛᧪」「連⛯⊛研究 (incremental)ߚいߢࠎ

ᕈのㄟࠆ研究(Technological Substitution)」「ᓥ᧪の߽のとߪᩮᧄ⊛ࠆߥ⇣ߦ技術ߦၮࡁࠗߊߠ

ーシ࡚ン(Radical Innovation)」のࡌ 㧘1㨪4のᢙ୯をഀߦࠇߙࠇߘߪߢ㧘ᧄಽᨆࠅ߅てࠇߐಽߦߟ4

ࠊߢ㧘高いᢙ୯ߤ߶ࠆߢの߽ࠆߥ⇣ᓥ᧪技術と߇ロジェࠢトࡊࠆ㧘ታᣉしていߜࠊߥߔޕߚᒰてࠅ

㧘ߪの႐วߘ㧘ࠅの߽߽ࠆていࠇߐタ⸤߇ⶄᢙの研究⒳ࠄࠇߎ㧘ߪてߞࠃߦロジェࠢトࡊޕࠆࠇߐ

ᢙ୯のᐔဋ୯を᳞ޕߚ 

 ࿑ ⸤㧘ߪ4 3␠の研究ౝኈを⼂しߚᢙ୯とࡊロジェࠢトᢙのഀวを␜し߽ߚのࠃߦࠇߎޕࠆߢ

ࠄ߆と㧘2010年ࠆ LCNFを₪ᓧしていࠆ CE߮ࠃ߅ EDFߪ㧘2009年߹ߢਥߦ「ᓥ᧪ࠄ߆ขߢࠎ⚵ࠅいߚ

連⛯⊛研究」をਛᔃߦขߢࠎ⚵ࠅいߎߚと߇ޕߚߞߥߦ߆ࠄ 

 ৻方ߢ㧘LCNF を₪ᓧߎࠆߔとߚߞ߆ߥߎߢ߇ SSEߪ㧘2009年߹ߦ⥄⁛ߦߢ「᧪⊛ߦ⊒ዷᕈのࠆ

研究(significant)」をਛᔃߦขߎߚ߈ߢࠎ⚵ࠅと߇ࠅ߹ߟޕߚߞߥߦ߆ࠄ㧘ᐭࠄ߆のᡰេၮ㊄を

₪ᓧしていࠆのߪ㧘ߦ⥄⁛ߦߢ߹ࠇߘᓥ᧪技術とߪᛮᧄ⊛ࠆߥ⇣ߦ研究ߦขߚߞ߆ߥߎߢࠎ⚵ࠅ事業⠪

                                                   
13 2IgHP の⺞ᩏࠆࠃߦと㧘㈩㔚事業⠪ߦኻࠆߔᦨೋのᡰេ╷ࠆߢ ,), をታᣉࠆߔ 2005 年એ前ోߪ㈩㔚事業⠪ߢ 5	'
のᡰ㗵ߪ年ޘૐਅะࠅߦ㧘ว計ߪ⚂ 1000 ,(,ޕߚߞߢ࠼ンࡐ て㧘2005ߞࠃߦ 年એ㒠㧘5	' のᡰ㗵߇⚂ �000
ߦ⊛Ⓧᭂ߇㧘㈩㔚事業⠪ߪートࡐࠆߔ参ᾖߢᧄಽᨆޕࠆߦ㧘ะࠅを࿁࠼ンࡐ 5	' ߚߞߥߦ߁ࠃ⚵ࠅขߦ

ᦼ㑆をኻ⽎としていޕࠆ 
1� /&1) ࠄࠇߎ㧘ࠅ߅てߞߥߦとߎࠆ߈ߢᔕᧅ߇ての⧷࿖の㈩㔚事業⠪ోߪ 3 ␠を 1�  ޕࠆていߞߥኻ⽎と߇␠
15 2IgHP�2011F� 
1� 2011 年ߪ㧘ᔕࡊߚࠇߐロジェࠢトの✚㗵のว計੍߇ቯ✚㗵をਅ࿁ߚߚߞ㧘ਇណ↪と᩺ߚߞߥઙߥߪい66ޕ( を

㧘3 ␠の᩺ઙ߇᧦ઙઃߢ߈ᡰេၮ㊄の㈩Ꮣをᬌ⸛ࠆߔ㧘とい߁評価とߞߥていޕࠆ 
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1 1.5 2 2.5 3 3.5 4
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EDFの最ᄢ୯ SSEの最ᄢ୯

CEの最ᄢ୯

 
࿑ � ࡊロジェࠢトの⒳とࡊロジェࠢトᢙのഀว 
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 ޕࠆ߃といࠆߦะࠆߢ

ߚととして㧘LCNFをഃ⸳しߎࠆࠇߐផኤࠄ߆の⚿ᨐߎ  Ofgem߇㧘ૐ⚛␠会の᭴▽ߦ㑐連ࠆߔ技術を

․ቯの事業⠪ߦ⫾Ⓧࠆߖߐのߊߥߪߢ㧘ᄙߊのਥߦ共ࠆߖߐ方㊎を␜してࠅ߅㧘ߘの方㊎߇ᡰេၮ

㊄の㈩⾮వߦᤋߎߚࠇߐとࠅ߹ߟޕࠆ߃߇߆߁߇㧘ᣢߦ㧘新ߥߚ技術㐿⊒ߦขߢࠎ⚵ࠅいࠆ SSEࠅࠃ

߽㧘ߦߢ߹ࠇߎ新しい技術ߦ㑐してᲧセ⊛⫾Ⓧのߥい CEߥいし SSEߦᡰេၮ㊄を㈩Ꮣߎࠆߔとߞࠃߦ

て㧘㈩㔚事業⠪㑆の技術⊛ߥ⫾ⓍのᩰᏅ߇ᤚᱜࠇߐてߚ߈น⢻ᕈޕࠆ߇後㧘NIC ᡰេၮ㊄ࠆߌ߅ߦ

のᧅ߅ߦいてߪ㧘ታ⸽Ბ㓏ߦㄭいࡊロジェࠢトをਛᔃ⊛ߦᡰេࠆߔ⠨ࠇߐ␜߇߃てい߁ߎޕࠆしߚข

߇技術⊛ᩰᏅのᤚᱜߢⷙᯏ㑐ਥዉの߽と㧘事業⠪㑆ߪߢࠬ前のᲑ㓏として㧘ࠗࠡࠆࠇࠊⴕ߇ߺ⚵ࠅ

࿑ࠇࠄてߚ߈といޕ߁ࠃ߃ 

 

�  ߣ߹
 ᧄ⺰ߪߢ㧘⚂ 20年એの㑆㧘ࠗンンࡉࠖ࠹ⷙをታᣉしてࠬࠡࠗߚ߈のࠗࡌࡁーシ࡚ンのផㅴ

╷のᴫߦၮ߈ߠ㧘╷として᳞ࠆࠇࠄᡰេ╷のࠅ方ߟߦいて⠨ኤをⴕޕߚߞ⧷࿖ߪߢ㧘ലᨐ⊛ߦ

ᡰេ⾗㊄を㈩⾮ߦߚࠆߔ㧘ലᨐ⊛ߦᡰេ⾗㊄を㈩⾮ߦߚࠆߔ㧘ታ⸽Ბ㓏ࡊࠆߦロジェࠢトをఝవ

એ前の事業⠪の技⚵ࠅขߦ╷ᣉߚし߁ߘして㧘ߘޕࠆߦะࠆࠇࠄ߃⠨߇とߎࠆߔᡰេኻ⽎とߦ⊛

術㐿⊒のขߦߺ⚵ࠅ㑐ࠆߔ⁁ᴫߟߦいてಽᨆしߚ⚿ᨐߪࠄ߆㧘ᣢߦᓥ᧪とߎߪとࠆߥ技術㐿⊒ߦ㑐して

⫾Ⓧのࠆ事業⠪߽ࠅࠃ㧘ߢ߹ࠇߎ新しい技術㐿⊒ߪߦᶖᭂ⊛ߚߞߢ事業⠪をᡰេࠆߔᣉ╷߇ⴕࠇࠊ

ていߎߚとࠅ߹ߟޕߚߞ߆ࠊ߇㧘ࠗࠡߪߢࠬ㧘ૐ⚛␠会ߦะߚߌ技術㐿⊒߅ߦいて㧘․ቯの事業⠪

 ޕࠆ߃といࠆߦᴫ⁁⚵ࠅขߢ事業⠪ోࠆߔ㧘㑐連ߊߥとߎࠆߔଐሽߦ
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